
 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＡＣ通信 
２０２４年 12月 24日 

第90号  

ＪＡ全農えひめ 営農支援課 TEL:089-948-5920  

mail:zz_eh_ninaitetaisaku@eh.zennoh.or.jp 

 

県内・県外就農希望者を対象に、就農体験ツアーを開催しました。

ＪＡおちいまばり、ＪＡえひめ中央の協力のもと、「紅まどんな（愛媛

果試第 28号）」、「伊予美人（里芋）」の収穫体験や直売所の視察、新

規就農者確保に向けた研修制度の内容について説明を行いました。 

 

現在、農業従事者の高齢化や減少が見込まれる中、

法人化による持続的な農業の展開や、次世代の担い手

への円滑な経営承継を推進していくことが急務となっ

ています。農業法人経営への理解を進め、法人化や事

業承継の必要性を学ぶことを目的とした研修を行い、

ＪＡ担当者や行政関係者など３１名が参加しました。 

   

愛媛県就農体験ツアー 

講演 
演題：「農業事業の承継と法人化について」 

講師：影浦 浩二氏（公認会計士・税理士） 

 

【参加者の声】 

参加者５名 
（埼玉県・大阪府・愛媛県） 

 「現地を見て話を聞くことで就農に

向けて前向きな気持ちになった」 

「新規就農者のサポート制度が充実

していることが分かった」 

 

農業経営基盤強化研修会 
令和 6年 12月 12日（木） 

場所：ＪＡ愛媛別館 3階第 2会議室 

主催：ＪＡグループ愛媛担い手ＳＣ連絡協議会 

2024.11/30㊏・12/1㊐ 

  

 

メリークリスマス！皆様よいお年をお迎えください 
来年もＴＡＣ通信をよろしくお願いいたします！ 
 

★★★★★ 

講師の影浦氏は、農業経営の承継には時間を要する

ことが多いため、計画的に進めていくことが重要と

し、農業経営を継続する方法として「事業の承継」と

「農業経営の法人化」の２つを挙げました。始めに親

子間で事業承継を行う場合に必要な税務上の手続き

や留意点を説明、その後、法人化する場合、まず何を

確認すべきか（規模、収益性等）、また法人化した場

合の利点と欠点は何があるのかなどを話されました。 

ＪＡ愛媛中央会 「次世代総点検運動と位置づけた、事業承継等の個別支援や幅広い新

規就農者の育成・定着を支援する取り組みを重点的に取り組むこと」 

営農支援課 「事業承継ブック（親子版・部会版・集落営農版）や Z-GIS・Z-BFM に

よる圃場情報の共有、営農計画シミュレーションの作成概要など」 

 

 

おかげさまで 

大好評でした！ 


